
平成２４年 ６月定例議会号 

 

一般会計 
  補正予算 

若
里
漁
村
セ
ン
タ
ー
改
修
補
助 

と
し
て
４
２
０
０
万
円
を
計
上
！ 

 

議会だより ９１号        ２ 

 

 

 

 

・審議した議案① 

 

 第２回定例会が６月１３日と１４日の２日間

で開催され、一般会計と２特別会計の補正予算

を審議し、原案のとおり可決しました。 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

６
６
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
47
億
８
０
６
３
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
国
民
健
康
保
険
保
険
基
盤
安
定 

 

等
負
担
金 

 

▲
１
４
５
万
円 

・
障
害
者
自
立
支
援
対
策
推
進
事 

 

業
費
補
助
金 

 

１
５
６
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

▲
５
４
０
０
万
円 

・
損
害
共
済
給
付
金 

３
７
２
万
円 

・
仁
倉
公
民
館
整
備
改
修
事
業
費 

 

債 
 
 
 
 

１
２
４
０
万
円 

・
若
里
漁
村
セ
ン
タ
ー
整
備
改
修 

 

事
業
費
債 

 

４
２
０
０
万
円 

・
町
体
育
館
整
備
改
修
事
業
費
債 

 

６
０
０
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム 

 

協
議
会
負
担
金 

６
９
１
万
円 

・
筆
耕
人
夫
賃 

 

（
戸
籍
住
民
登
録
費
） 

１
０
５
万
円 

・
障
害
者
自
立
支
援
対
策
推
進
事 

 

業
負
担
金 

 
 

１
６
５
万
円 

・
佐
呂
間
町
花
嫁
お
見
合
い
大
作 

 

戦
事
業
補
助
金 

５
０
０
万
円 

・
若
里
漁
村
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事 

 

費
補
助
金 

 

４
２
０
０
万
円 

 
審

議

し

た

議

案 

Ｔ
Ｖ
企
画
「
佐
呂
間
町
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
」

Ｔ
Ｖ
企
画
「
佐
呂
間
町
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
」

Ｔ
Ｖ
企
画
「
佐
呂
間
町
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
」   

実
行
委
員
会
に
５
０
０
万
円
を
補
助
！

実
行
委
員
会
に
５
０
０
万
円
を
補
助
！

実
行
委
員
会
に
５
０
０
万
円
を
補
助
！   

□
平
成
18
年
度
佐
呂
間
町
老
人 

 

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算 

・
嘱
託
給
料
（
教
育
総
務
費
） 

１
７
６
万
円 

・
修
繕
料
（
小
学
校
費
） 

１
２
８
万
円 

・
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
委 

 

託
料 

 
 
 

▲
８
０
０
万
円 

・
佐
呂
間
町
簡
易
水
道
特
別
会
計 

 

繰
出
金 

 
 

１
０
３
５
万
円 

・
佐
呂
間
町
国
民
健
康
保
険
特
別 

 

会
計
繰
出
金 

▲
２
２
６
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

 

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
） 

 

１
０
３
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
２
９
８
７
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
一
般
会
計
繰
入
金 １

０
３
５
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
漏
水
調
査
委
託
料 

２
２
５
万
円 

・
北
富
給
水
区
給
水
管
接
続
調
査 

 

設
計
業
務
委
託
料 

３
５
６
万
円 

・
簡
易
水
道
統
合
基
本
計
画
（
上 

 

地
区
）
業
務
委
託
料 ４

５
３
万
円 

 

□
平
成
24
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予 

 

 

算 
 
 
 
 

（
第
１
号
） 

 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
増
減 

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【
主
な
歳
出
】 

・
医
療
給
付
費
分
現
年
度
課
税
分 

（
普
通
徴
収
） 

▲
６
０
６
万
円 

・
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
軽
減
分 

▲
１
７
８
万
円 

・
そ
の
他
繰
越
金 

７
２
７
万
円 



平成２４年 ６月定例議会号 

３        議会だより ９１号 

 

 

 

 

・審議した議案② 

 

 条例制定１件、条例改正２件、その他案件５

件の審議を行いすべて可決しました。 

  

□
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を 

 

改
正
す
る
法
律
及
び
出
入
国 

 

管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び 

 

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基 

 
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し 

 
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関 

 

す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正 

 

す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴 

 

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す 

 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
よ

り
、
入
管
法
と
住
民
基
本
台
帳
法

が
改
正
さ
れ
、
外
国
人
も
住
民
票

が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
関
連
す

る
４
つ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

る
も
の
で
す
。 

 

□
佐
呂
間
町
国
民
健
康
保
険
税 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

 

例
制
定
に
つ
い
て 

 

震
災
特
例
法
の
公
布
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
条
例
の
一
部
改 

正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
平
成
24
年
度
第
１
回
定
期 

 

監
査
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

平
成
23
年
度
会
計
の
定
期
監
査

が
５
月
10
日
か
ら
17
日
の
間
の

５
日
間
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
代
表
監
査
委
員
よ
り
適
正

に
処
理
、
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

一
部
に
記
載
事
項
の
誤
り
や
添
付

書
類
の
不
足
が
あ
っ
た
た
め
、
適

正
な
事
務
執
行
、
確
認
体
制
の
強

化
に
努
め
る
よ
う
報
告
が
な
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
総
合
介
護
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

 

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

各
家
庭
へ
訪
問
し
介
護
や
援
助
を

行
う
地
域
支
援
事
業
及
び
高
齢
者

福
祉
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
区

分
が
見
直
し
さ
れ
た
た
め
条
例
の 

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

・
取
得
す
る
財
産
及
び
数
量 

 
 

除
雪
機
械
（
除
雪
ト
ラ
ッ
ク 

 
 

10
ｔ
級
６
×
６
ダ
ン
プ
型
） 

・
取
得
価
格 

４
１
８
９
万
５
０
０
０
円 

・
納
入
期
限 平

成
24
年
12
月
14
日 

・
取
得
の
方
法 

指
名
競
争
入
札 

・
売
買
の
相
手
方 

 
 

帯
広
市
大
通
南
７
丁
目 

 
 

東
北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株 

 
 

式
会
社 

 
 

代
表
取
締
役 

高
薄 

 

健 

□
佐
呂
間
町
辺
地
（
富
武
士
辺 

 

地
）
に
係
る
公
共
的
施
設
の 

 

総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ 

 

い
て 

□
佐
呂
間
町
辺
地
（
若
里
辺 

 
地
）
に
係
る
公
共
的
施
設
の 

 
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ 

 

い
て 

 

佐
呂
間
町
辺
地
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
5
年
間

の
計
画
で
策
定
済
み
で
す
が
、
富

武
士
地
区
・
若
里
地
区
に
変
更
が

あ
り
、
富
武
士
私
設
消
防
団
消
防

車
両
整
備
及
び
若
里
漁
村
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
が
追
加
さ
れ
ま
し 

た
。 

□
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ 

 

い
て 

 

公
用
車
（
除
雪
車
）
の
事
故
に

よ
り
町
が
行
う
損
害
賠
償
の
額
が 

次
の
と
お
り
決
定
と
な
り
ま
し
た
。 

・
損
害
賠
償
の
額 

12
万
５
８
８
円 

・
損
害
賠
償
の
相
手
方 

 

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
４
丁
目 

 

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
北 

 

海
道
支
店 

 

設
備
部
長 

小
林 

正
樹 

 

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ 

 

い
て 

 

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

◎
町
体
育
館
改
修
工
事 

（
建
築
主
体
） 

・
契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札 

・
契
約
金
額 

 

７
８
７
５
万
円 

・
工
期 

平
成
24
年
11
月
30
日 

・
契
約
の
相
手
方 

 
 

佐
呂
間
町
字
宮
前
町 

 
 

高
橋
・
岸
特
定
建
設
工
事
共 

 
 

同
企
業
体 

 
 

代
表
者 

高
橋
土
建
株
式
会
社 

 
 

代
表
取
締
役 

高
橋 

光
貴 

 

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

 

除
雪
作
業
用
と
し
て
次
の
と
お

り
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
を
更
新
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 



平成２４年 ６月定例議会号 

 

 

 

 

・審議した議案③ 

議会だより ９１号        ４ 

□
森
林･
林
業･

木
材
産
業
施
策 

 

の
積
極
的
な
展
開
に
関
す
る 

 

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

本
道
の
森
林･
林
業･

木
材
産
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
一
段
と
厳
し

い
が
、
林
業
の
安
定
的
発
展
と
山

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

森
林
施
業
の
集
約
化
、
人
材
の
育

成
等
を
積
極
的
に
進
め
、
道
産
材

の
利
用
促
進
に
よ
り
森
林･

林
業

の
再
生
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ 

る
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
が
早
期
に
本
格
的
な
復
興
を
図

る
た
め
、
復
興
に
必
要
な
木
材
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提 

出
し
ま
し
た
。 

 

 １件の意見書が可決され関係大臣等に提出し

ました。 

 

◎
戸
籍
の
電
算
化
に
つ
い
て 

【
質
】
戸
籍
電
算
化
に
当
た
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
で
き
な
い

も
の
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ 

る
の
か
。 

 

ま
た
、
来
年
度
以
降
も
予
算
が 

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
か
。 

【
答
】
こ
と
し
か
ら
始
ま
る
電
算

化
で
す
が
、
記
載
内
容
の
誤
り
を

修
正
す
る
た
め
の
追
跡
調
査
、
誤

字
や
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
文
字

な
ど
の
訂
正
が
必
要
で
、
法
務
局

に
書
類
を
提
出
し
許
可
を
も
ら
う

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
処
理
を

す
る
た
め
に
臨
時
雇
用
が
必
要
と 

な
り
ま
す
。 

 

こ
う
い
っ
た
作
業
が
、
現
在
戸

籍
と
除
籍
を
合
わ
せ
て
６
０
０
０

か
ら
７
０
０
０
の
中
か
ら
ど
れ
ぐ

ら
い
出
て
く
る
の
か
調
査
中
で
す

が
、
相
当
な
量
が
あ
る
だ
ろ
う
と 

推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
今
年
度
中
に
現
在
戸
籍

は
終
了
す
る
予
定
で
、
来
年
度
は

除
籍
な
ど
を
担
当
職
員
で
行
う
予 

定
で
す
。 

 

◎
若
佐
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て 

【
質
】
旧
Ａ
コ
ー
プ
裏
の
公
衆
ト

イ
レ
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た
が
、

長
期
的
に
見
る
と
維
持
管
理
経
費

が
相
当
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

永
続
的
に
保
持
し
て
い
く
の
か
。 

【
答
】
こ
れ
は
地
元
の
人
ば
か
り

で
な
く
、
佐
呂
間
に
こ
ら
れ
る
方

な
ど
も
利
用
す
る
公
衆
ト
イ
レ
で

す
し
、
地
域
か
ら
も
そ
う
い
っ
た

形
で
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
強
い

意
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
数
年
で

や
め
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
長
期
的
に
は
施
設
の
状
況

や
交
通
情
勢
な
ど
を
見
た
中
で
判 

断
し
て
い
き
ま
す
。 

 

◎
花
嫁
お
見
合
い
大
作
戦
事
業 

 

に
つ
い
て 

【
質
】
経
費
に
関
し
て
は
テ
レ
ビ

局
と
の
交
渉
で
決
ま
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。 

 

ま
た
、
こ
の
事
業
は
一
過
性
の

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
契

機
に
こ
の
実
行
委
員
会
を
活
用
す

る
こ
と
も
含
め
て
、
今
後
の
産
業

後
継
者
対
策
の
取
り
組
み
を
ど
う 

す
る
の
か
。 

【
答
】
現
況
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
お

弁
当
と
宿
泊
費
は
テ
レ
ビ
局
の
ほ

う
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

ま
す
。 

 

産
業
後
継
者
対
策
で
は
、
毎
年

花
嫁
対
策
や
新
規
就
農
な
ど
農
協

と
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
こ
の
実
行
委

員
会
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

 

な
お
、
農
協
で
は
今
回
の
テ
レ

ビ
ば
か
り
で
な
く
、
京
都
や
札
幌

で
も
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

の
花
嫁
対
策
も
施
策
と
し
て
持
っ 

て
お
り
ま
す
。 

 

◎
若
里
漁
村
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

【
質
】
若
里
地
区
に
は
漁
組
が
所

有
す
る
漁
村
セ
ン
タ
ー
と
町
が
所

有
す
る
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
こ
の
２ 

つ
の
施
設
を
維
持
し
て
い
く
の

か

。 

【
答
】
今
回
の
改
修
に
当
た
っ
て

も
、
自
治
会
内
で
こ
の
２
つ
の
施

設
に
つ
い
て
十
分
協
議
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
そ
の
中 

で
申
請
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
施
設
は
構
造
的
に
も

相
当
長
い
期
間
使
用
可
能
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
次
に
改
修
が
必
要
と

な
っ
た
時
に
は
、
状
況
を
見
な
が

ら
地
域
や
漁
組
と
も
協
議
し
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 


